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 万葉集には奈良時代に詠まれた歌が 4，500 ぐらい入っていて，全部で 20 巻ありますけれど
も，14 巻目と 20 巻目に，当時の関東周辺に住んでいた人たちが詠んだ歌がたくさん集められ













































悩ましけ（奈夜麻思家）人妻かもよ 漕ぐ舟の忘れはせなな いや思ひ増すに（14: 3557） 
上毛野久路保



































































































































































のかたですが，八丈語を，東部，西部，九州とならぶ，4 本柱の 1 区画として位置付けた。現
地調査を行った研究者による区画であることに大きな意味があります。 
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方にそういうことを少しでもいいので，興味を持っていただきたいというふうな考えでいます。 
 僕は八丈の言葉を今回初めて聞いて，非常に興味深く聞きました。いろいろなところに方言
調査に行っていますけれども，またここにもやってきたいなというふうに思います。ちょっと
早いですけれども，これで終わりたいと思います。ありがとうございました。（拍手） 
 
（木部） ありがとうございました。あと少し時間が少しありますので，何かご質問があれば，
この機会ですから，ぜひお聞きください。はい，じゃあ，そこの方。 
 
（Ｑ１） 八丈島に来てからですね，地名の読み方なんですけれども，普通は，今こっちでは
大賀郷（おおかごう）というところを，本土の人の読み方だったら「おおがごう」って言いま
す。また，樫立のことを「かしだて」って，つい読んでしまいます。八丈島は内地で濁音で言
うような地名が濁音になってない読み方をするところが多いんですけれども，それは何か理由
があるんでしょうか。 
 
（木部） 私も金田先生に叱られました。「かしだて」と言ったら，違うと。濁音と正音は，非
常に難しくて，地域によっても違います。例えば，八丈の地名に護神（ごしん）というのがあ
りますね。「ごじん」じゃなくて「ごしん」。私は九州の出身ですが，「神社」を「じんしゃ」と
いう地域が九州には広く広がっています。「じんじゃ」と濁らないんですね。それから，食べ物
のオクラ。八丈のオクラは非常に立派ですね。八丈語でオクラは何て言うんでしたっけ。 
 
（会場から） ネリ。 
 
（木部） ネリ。あの，ネリのことを九州ではオグラと言うんです，鹿児島では。あっ，これ
は濁りますから逆ですね。濁ると澄むは，なかなか難しいところがあるんです。八丈は，澄む
のが多い。まあ，それがなぜかはちょっと今後の課題にさせていただきたいと思います。じゃ
あ，ほかにどなたかいらっしゃいませんか。 
 
（Ｑ２） ここ最近なんですが，韓国の時代劇とかに興味がありまして，古代朝鮮時代に七支
刀というのがあって，おそらく奈良，平安の時代かと思うんですが，一時期，日本と仲の良い
時代があったようです。そのとき交流があったとすると，まあ，韓国というか日本から見たら
外国の言葉の影響もあったかと思うんですけれども。自分のおふくろが樫立出身で，自分は今，
大賀郷で三根出身になるんですけれども，その樫立の言葉を聞いたときに，韓国のその，意思
表示というか，感嘆符というか，それに似ていると感じました。島ことばで言うと「あいこい
がの まったく」といったようなときの表現が大変似ているように感じるんですが。そういっ
たほかの国からの影響とか，その，言葉とか言語とか，そういうものは何かあるんでしょうか。
それとも，その，今日のお話にあったような，八丈語のルーツというか，そういったものがあ
って，それによって今の八丈のことばができているととらえられるでしょうか。その点，いか
がでしょうか。 
 
（金田） えー，非常に難しい問題でして，実際にはそういうふうな，日本の古い方言と，ほ
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かの近いところの言語との関係がどうだったかというのは，まさにこれから研究されていくん
だと思います。今までは，八丈語がどういうものだったかというのも，よく分からなかったわ
けですね。何十年か前までは所属不明の方言だというふうにも言われていたわけです。当時は
研究者がそういうふうに，もうお手上げの状態だったわけです。 
 ですから，日本語の中のいろいろな言語，マイナー言語がだんだん分かってくれば，かつ近
隣の，例えば韓国だったら韓国のいろいろ方言ですね，特に南の方。そういうところの方言の
実態が分かってくれば，比べることができるようになる。同じ程度に詳しく分かっていれば，
同じ程度の比較ができる。日本の中だけでなくて，韓国など近いところと比較するというのは
これからの大きな課題だと思います。 
 
（木部） はい，ありがとうございます。もうお一方ぐらい時間がありそうですが，いかがで
しょう。あっ，はい。 
 
（Ｑ３） すみません。あの，方言と言いますけれども，要するに男女とありますよね。住む
場所も違っている男と女が結婚して，その中でまあ，お互いにしゃべることばも違うことがあ
りますよね。そうすると，方言がどんどん途絶えていくということが考えられるんですが。要
するに混じり，混じり合ってしまうわけですね。その辺は，これから先の研究では，どういう
ふうに考えられるんでしょう。 
 
（金田） 混ざるのはしょうがないですよね。三根の人と樫立の人が結婚して，話をするなと
いうわけにいかないですから。それはそういうふうに，混ざったものとして，客観的にとらえ
るしかないと思います。しょうがないです。 
 
（木部） 昔と違って，人の交流が非常に盛んになりましたから。また，遠くの人とも交流し
たり，お嫁さんが遠くから来たり，こちらからもお嫁に行ったり。時代の流れでこれは仕方の
ないことですね。ですから，方言も今までの話であったように，古いまま化石的にずっと変わ
らないわけではなくて，時代の流れの中で変わりながら，外からの影響も受けながら，今の方
言がある，今の八丈語があるわけです。琉球の言葉もそうですし，どこも同じです。だから，
方言が変わるというの
は当たり前のことだと
思います。でも，その
中で古いものも残って
いくことがある。それ
はとっても大事なこと
だとお考えいただけれ
ばいいんじゃないかと
思います。それでは，
どうも長い時間ありが
とうございました。（拍
手） 
